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 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
百
四
十
六
） 

 

第
六
章 

現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
テ
ロ
の
系
譜
（
一
） 

 

百
四
十
六 

イ
ス
ラ
ー
ム
テ
ロ
の
萌
芽(

一―

四)
 

 
イ
ス
ラ
ー
ム
テ
ロ
の
問
題
に
入
る
前
に
ま
ず
テ
ロ
リ
ズ
ム(

以
下
テ
ロ
と
略
す)

の
定
義
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
と
は
「
政
治
目
的
の
た
め
に
、
暴
力
或
い
は
そ
の
脅
威
に
訴
え

る
傾
向
。
ま
た
、
そ
の
行
為
。
暴
力
主
義
。
」
と
あ
る
。
テ
ロ
の
動
機
と
し
て
は
民
族
の
対
立
、
宗
教
の
対
立
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま
で
度
々
触
れ
て
き
た
よ
う
に
民
族
の

対
立
は
「
血
」
の
問
題
で
あ
り
現
代
風
に
言
え
ば
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
対
立
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
は
「
智
」
の
問
題
、
宗
教
の
対
立
は
「
心
」
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

中
東
に
お
け
る
民
族
の
対
立
を
起
因
と
す
る
テ
ロ
と
し
て
は
ク
ル
ド
民
族
独
立
運
動
に
絡
む
テ
ロ
活
動

が
あ
げ
ら
れ
る
。
民
族
テ
ロ
事
件
は
世
界
各
地
で
絶
え
な
い
。
血
＝
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
根
本
に
あ
る
だ
け
に
多
分
将
来
も
無
く
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
に
国
際
社
会
が
国
民
国
家
を
基
本
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
民
族
紛
争
は
小
規
模
で
地
域
限
定
的
な
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
。 

 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
を
起
因
と
す
る
テ
ロ
は
戦
後
の
米
ソ
冷
戦
構
造
の
な
か
世
界
各
地
で
頻
発
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
生
ま
れ
た

チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
が
キ
ュ
ー
バ
で
カ
ス
ト
ロ
兄
弟
と
共
に
行
っ
た
テ
ロ
活
動
は
独
裁
政
権
に
対
す
る
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
テ
ロ
で
あ

っ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
思
想
の
テ
ロ
は
智
の
産
物
で
あ
る
だ
け
に
民
族
テ
ロ
或
い
は
宗
教
テ
ロ
に
比
べ
、
世
界
各
地
の
思
わ
ぬ
場
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所
に
飛
び
火
す
る
性
質
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
種
の
テ
ロ
は
１
９
９
０
年
の
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
り
、
自
由
主
義
・
資
本
主
義
が
社
会
主
義
・

共
産
主
義
を
超
克
し
て
以
降
、
急
速
に
下
火
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
終
わ
り
」
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
言
い

当
て
て
い
る
。 
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